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「多重債務者相談強化キャンペーン」における相談状況の調査

調査概要：

平成20年9月1日から12月31日までの間に設けられた「多重債務者相談強化キャ

ンペーン」 では、都道府県と当該都道府県の弁護士会、司法書士会が共同で多
重債務者向けの無料相談会を開催した。

「多重債務者相談強化キャンペーン」の成果や都道府県の多重債務問題への取
組状況等について把握するため、調査を実施。

調査対象：

都道府県

調査方法：

質問について回答票に記入、提出する形で実施。
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「多重債務者相談強化キャンペーン」における無料相談会での合計相談件数

全都道府県の合計 ６３９３件
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5462

931
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【人数】

③上記①、②のうち
他部署から紹介
された相談件数

④上記①、②のうち
相談者が他都道
府県の住民であ
る件数

①電話のみによる
相談件数

②窓口による相談
件数
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相談者のプロフィール① ＜男女別＞

（注）「相談者」とは、多重債務を抱えている本人を指す。（以下同じ）

女性, 2327, 36.4%

不明, 462, 7.2%

男性, 3607, 56.4%
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相談者のプロフィール② ＜年代別＞

不明, 697, 11.2%

６０代以上,
1360, 21.8%

５０代, 1308,
20.9%

４０代, 1341,
21.5%

３０代, 1094,
17.5%

２０代, 445, 7.1%

１０代, 1, 0.0%
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相談者のプロフィール② ＜相談者の職業＞

学生, 20, 0.3%

家事従事者,
230, 3.7%

自営・自由業,
957, 15.3%

無職, 1122,
18.0%

不明, 915, 14.7%

給与所得者,
2995, 48.0%
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相談内容① ＜相談者の抱える借金の状況＞

1248

1266

403

735

983

881

590

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

100万円以上200万円未満

200万円以上300万円未満

300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満

500万円以上

不明

100万円未満
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相談内容② ＜相談者が借金をしたきっかけ＞

（注）複数回答可

2171

455

402

633

598

400

2339
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【人数】

低収入・収入の減少(生活
費・教育費等の不足)等

商品・サービス購入

ギャンブル・遊興費

事業資金の補填

保証・借金肩代わり

住宅ローン等の借金の返済

その他又は不明
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相談内容③ ＜相談者１人当たりの延べ相談時間＞

160

43

89

706

2726

2236
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【人数】

30分以上１時間未満

１時間以上１時間半未満

１時間半以上２時間未満

２時間以上

不明

30分未満
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相談内容④ ＜相談者の年収＞

100万円未満

28
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【人数】

100万円以上200万円未満

200万円以上300万円未満

300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満

500万円以上600万円未満

600万円以上700万円未満

700万円以上800万円未満

800万円以上900万円未満

900万円以上1,000万円未満

1,000万円以上
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相談内容④ ＜相談者が無料相談会の開催を知ったきっかけ＞

1756

2992

395

486

362

112

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500

【人数】

インターネットで知った

テレビやラジオで知った

家族や知人に聞いた

その他

不明

ポスターで知った

広報紙、新聞、ちらし、
リーフレットなどが該当
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「多重債務者相談強化キャンペーン」期間中に開催した無料相談会の広報活動

○自治体の広報紙に無料相談会の開催予定等を掲載した都道府県： ４０

○上記以外の広報活動を行った都道府県： ４５

＜広報活動の例＞

・都道府県ウェブサイトへの掲載

・報道機関へのプレスリリース

・テレビ、ラジオ、新聞を利用した広報

・ポスターの掲示

・チラシ、リーフレット、広報用ポケットティッシュの作成、配布
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都道府県から寄せられた多重債務相談強化キャンペーンについての主な意見

○町や村の単位では、通常の法律無料相談等も開催できないため、こうしたキャンペーン
はいい機会。

○最近の消費者相談の状況を見ると、圧倒的に多重債務に係る相談が多いため、定期的
に多重債務相談キャンペーンを開催することは大いに意義があると考える。

○通常の広報（広報誌への掲載等）では多重債務者に対する周知が十分に図られていな
い可能性があるため，きめ細かな広報が必要である。

○平日に相談を受けることができない者を対象として，夜間や土日を中心として無料相談
会を開催する方法などを検討する必要がある。

○多重債務者の生活再建のため、セーフティネット貸付制度の全国的整備に向けた支援
が必要。

○国の関係省庁における多重債務問題改善プログラムの四つの柱に関し、新たな取組状
況（予定を含め）を周知して欲しい。

○平成20年度はキャンペーン期間に幅があったので、平成１９年度に比べるとやりやす
かった。しかし、9月～12月以外のほうがやりやすいという都道府県もあるのではないか。
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